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英国中世の終りに近い頃，書かれたChaucer のThe

Canterbury Tales の中には，服装に関する叙述が多

い。その部分を取り出して詳しくしらべると当時の服装

が生き生きと再現されて非常に興味があり，丿 投的な服

装史の研究以上に，当時の状態をはっきりと掴むことか

出来る。前回に於ては先ずその中のThe prologue に

ついて研究したが，今回はThe K エightes Tale. The

Milleres Tale. The Tale of The Wyf of Bathe に

ういてその服装に関する叙述を抜き出し，仔細にしらべ

て，その人物の服装を浮き出させ，それは当時の丿 投的

な服装史の数多 の文献と対照して行くと，色や形の上か

らも略々当時のスタイル図として再現する事が出来る。

ルネヴサンス以前の暗黒時代の様に思われ勝ちな中世

と，終りに近くなると非常に人間性豊かなものとなり，

服装としても現代感覚に通じるものも見出され，又徒ら

に虚飾を競うという点もなくて，好感のもてるものであ

り，生活に結びついた服装として，現代の服装を考える

上に，かなり参考になる事がわかった。


